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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 
 

平成29年度第１四半期
連結累計期間

平成30年度第１四半期
連結累計期間

平成29年度

 
(自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日)

(自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日)

(自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日)

経常収益 百万円 5,634 5,292 25,663

経常利益 百万円 600 459 2,472

親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 400 284 ―

親会社株主に帰属する
当期純利益

百万円 ― ― 1,622

四半期包括利益 百万円 841 425 ―

包括利益 百万円 ― ― 1,636

純資産額 百万円 70,438 71,190 71,022

総資産額 百万円 1,459,952 1,461,111 1,426,039

１株当たり四半期純利益 円 46.87 33.24 ―

１株当たり当期純利益 円 ― ― 189.54

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 46.57 32.99 ―

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 ― ― 188.18

自己資本比率 ％ 4.8 4.9 5.0
 

　

(注)１．当行及び連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２．自己資本比率は、（（四半期）期末純資産の部合計－（四半期）期末新株予約権）を（四半期）期末資産の

部の合計で除して算出しております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当行グループ（当行及び当行の関係会社）が営む事業の内容については、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社についても、異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した当行グループ（当行及び連結子会

社）の事業等のリスクについて、重要な変更はありません。また、新たに発生した事業等のリスクに係る事項はあり

ません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

財務状態及び経営成績の状況

①経営成績

　当第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日～平成30年６月30日）の経常収益は、貸出金利回りの低下などに

よる貸出金利息の減少に加え、有価証券利息配当金の減少により資金運用収益が減少したことなどから、前第１四

半期連結累計期間比342百万円減少して5,292百万円となりました。

　経常費用は、営業経費が減少したことなどにより、前第１四半期連結累計期間比202百万円減少して4,832百万円

となりました。

　この結果、経常利益は前第１四半期連結累計期間比141百万円減少の459百万円、親会社株主に帰属する四半期純

利益は前第１四半期連結累計期間比116百万円減少の284百万円となりました。

　セグメント毎の損益状況につきましては、「銀行業」の経常収益が資金運用収益の減少などにより前第１四半期

連結累計期間比194百万円減少して4,801百万円、セグメント利益である経常利益が経常収益の減少などにより前第

１四半期連結累計期間比３百万円減少して528百万円となりました。「リース業」の経常収益がリース料収入の減少

などにより前第１四半期連結累計期間比35百万円減少して582百万円、セグメント利益である経常利益が経常収益の

減少により前第１四半期連結累計期間比24百万円減少して16百万円となりました。「その他」の経常収益が保証料

収入の増加などにより前第１四半期連結累計期間比20百万円増加して172百万円、セグメント利益である経常利益が

経常収益の増加により前第１四半期連結累計期間比20百万円増加して29百万円となりました。

②財政状態

　預金残高（譲渡性預金含む）は、コア預金(法人預金、個人預金)および公金預金が増加したことなどから、前連

結会計年度末比343億円増加して1兆3,718億円となりました。

　貸出金残高は、リテール貸出金(事業性貸出金、住宅ローン、その他ローン)やシンジケートローン等の市場型間

接貸出が増加したことなどから、前連結会計年度末比128億円増加して8,983億円となりました。　

　有価証券残高については、国内外の投資環境や市場動向に留意した取り組みの結果、前連結会計年度末比168億円

増加して3,848億円となりました。
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国内・国際業務部門別収支

当第１四半期連結累計期間における資金運用収支は貸出金利息及び有価証券利息配当金が減少したことなどか

ら前第１四半期連結累計期間比201百万円減少して3,853百万円、役務取引等収支は役務取引等収益が増加したこ

となどから前第１四半期連結累計期間比37百万円増加して56百万円、その他業務収支は国債等債券売却損の減少

などにより前第１四半期連結累計期間比86百万円増加して93百万円となりました。

国内業務部門の資金運用収支は前第１四半期連結累計期間比228百万円減少して3,801百万円、役務取引等収支

は前第１四半期連結累計期間比37百万円増加して55百万円、その他業務収支は前第１四半期連結累計期間比75百

万円増加し75百万円となりました。

国際業務部門の資金運用収支は前第１四半期連結累計期間比28百万円増加して52百万円、役務取引等収支は前

第１四半期連結累計期間比変わらず１百万円、その他業務収支は前第１四半期連結累計期間比11百万円増加して

18百万円となりました。

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

資金運用収支
前第１四半期連結累計期間 4,029 24 4,054

当第１四半期連結累計期間 3,801 52 3,853

　うち資金運用収益
前第１四半期連結累計期間 4,133 29

2
4,160

当第１四半期連結累計期間 3,876 61
1

3,936

　うち資金調達費用
前第１四半期連結累計期間 103 5

2
106

当第１四半期連結累計期間 74 9
1
82

役務取引等収支
前第１四半期連結累計期間 18 1 19

当第１四半期連結累計期間 55 1 56

　うち役務取引等収益
前第１四半期連結累計期間 606 2 608

当第１四半期連結累計期間 657 2 659

　うち役務取引等費用
前第１四半期連結累計期間 588 1 589

当第１四半期連結累計期間 602 1 603

その他業務収支
前第１四半期連結累計期間 △0 7 7

当第１四半期連結累計期間 75 18 93

　うちその他業務収益
前第１四半期連結累計期間 638 7 645

当第１四半期連結累計期間 599 18 617

　うちその他業務費用
前第１四半期連結累計期間 638 ― 638

当第１四半期連結累計期間 523 ― 523
 

　

(注)１．国内業務部門は当行及び連結子会社の円建取引、国際業務部門は当行の外貨建取引であります。ただし、円

建対非居住者取引は国際業務部門に含めております。

２．資金運用収益及び資金調達費用の合計欄の上段の計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利

息であります。

３．資金調達費用は金銭の信託運用見合費用（前第１四半期連結累計期間０百万円）を控除して表示しておりま

す。
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国内・国際業務部門別役務取引の状況

当第１四半期連結累計期間における役務取引等収益は、保険窓販業務に係る受入手数料の増加などにより、前

第１四半期連結累計期間比51百万円増加して659百万円となりました。また、役務取引等費用はローン保証料等の

増加などにより、前第１四半期連結累計期間比14百万円増加して603百万円となりました。

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

役務取引等収益
前第１四半期連結累計期間 606 2 608

当第１四半期連結累計期間 657 2 659

　うち預金・貸出業務
前第１四半期連結累計期間 164 ― 164

当第１四半期連結累計期間 168 ― 168

　うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 203 2 205

当第１四半期連結累計期間 216 2 219

　うち証券関連業務
前第１四半期連結累計期間 0 ― 0

当第１四半期連結累計期間 9 ― 9

　うち代理業務
前第１四半期連結累計期間 18 ― 18

当第１四半期連結累計期間 18 ― 18

　うち保護預り・貸金庫
　業務

前第１四半期連結累計期間 21 ― 21

当第１四半期連結累計期間 20 ― 20

　うち保証業務
前第１四半期連結累計期間 2 ― 2

当第１四半期連結累計期間 4 0 4

　うち投資信託取扱業務
前第１四半期連結累計期間 65 ― 65

当第１四半期連結累計期間 61 ― 61

　うち保険窓販業務
前第１四半期連結累計期間 39 ― 39

当第１四半期連結累計期間 59 ― 59

役務取引等費用
前第１四半期連結累計期間 588 1 589

当第１四半期連結累計期間 602 1 603

　うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 35 1 36

当第１四半期連結累計期間 34 1 35

　うちローン保証料等
前第１四半期連結累計期間 473 ― 473

当第１四半期連結累計期間 493 ― 493
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国内・国際業務部門別預金残高の状況

○　預金の種類別残高(末残)

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

預金合計
前第１四半期連結会計期間 1,361,536 3,092 1,364,628

当第１四半期連結会計期間 1,360,519 8,308 1,368,827

　うち流動性預金
前第１四半期連結会計期間 670,712 ― 670,712

当第１四半期連結会計期間 714,395 ― 714,395

　うち定期性預金
前第１四半期連結会計期間 687,175 ― 687,175

当第１四半期連結会計期間 643,013 ― 643,013

　うちその他
前第１四半期連結会計期間 3,648 3,092 6,741

当第１四半期連結会計期間 3,110 8,308 11,419

譲渡性預金
前第１四半期連結会計期間 3,000 ― 3,000

当第１四半期連結会計期間 3,000 ― 3,000

総合計
前第１四半期連結会計期間 1,364,536 3,092 1,367,628

当第１四半期連結会計期間 1,363,519 8,308 1,371,827
 

　

(注) １．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

２．定期性預金＝定期預金＋定期積金

　
国内・国際業務部門別貸出金残高の状況

○　業種別貸出状況(末残・構成比)

　

業種別
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

国内
(除く特別国際金融取引勘定分)

867,511 100.00 898,362 100.00

　製造業 43,241 4.98 43,701 4.86

　農業、林業 934 0.11 813 0.09

　漁業 917 0.11 993 0.11

　鉱業、採石業、砂利採取業 43 0.01 51 0.01

　建設業 25,631 2.96 25,045 2.79

　電気・ガス・熱供給・水道業 16,792 1.94 28,183 3.14

　情報通信業 2,891 0.33 2,656 0.29

　運輸業、郵便業 19,271 2.22 20,596 2.29

　卸売業、小売業 58,416 6.73 56,919 6.34

　金融業、保険業 61,269 7.06 77,511 8.63

　不動産業、物品賃貸業 77,773 8.97 80,756 8.99

　各種サービス業 110,642 12.75 115,232 12.83

　地方公共団体 107,761 12.42 94,452 10.51

　その他 341,925 39.41 351,447 39.12

海外及び特別国際金融取引勘定分 ― ― ― ―

　政府等 ― ― ― ―

　金融機関 ― ― ― ―

　その他 ― ― ― ―

合計 867,511 ― 898,362 ―
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３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000
 

　
② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年８月８日)

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 8,793,776 8,793,776
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株であります。
なお、完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当行にお
ける標準となる株式であります。

計 8,793,776 8,793,776 ― ―
 

　
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成30年６月30日 ─ 8,793 ─ 7,761 ─ 4,989
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

① 【発行済株式】

平成30年３月31日現在
　

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

―

単元株式数は100株であります。
なお、権利内容に何ら限定のない当
行における標準となる株式でありま
す。普通株式 235,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,490,800 84,908 同上

単元未満株式 普通株式 67,976 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 8,793,776 ― ―

総株主の議決権 ― 84,908 ―
 

(注)１　上記の「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が100株含

まれております。また、「議決権の数」の欄に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権が１個含まれてお

ります。

２　単元未満株式には当行所有の自己株式49株が含まれております。

② 【自己株式等】

平成30年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 岩手県盛岡市中央通
一丁目６番７号

235,000 ─ 235,000 2.67
株式会社　北日本銀行

計 ― 235,000 ─ 235,000 2.67
 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はございません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」

（昭和57年大蔵省令第10号）に準拠しております。

 

２．当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（自平成30年４月１日　至平

成30年６月30日）及び第１四半期連結累計期間（自平成30年４月１日　至平成30年６月30日）に係る四半期連結財務

諸表について、北光監査法人の四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

 現金預け金 133,409 138,200

 コールローン及び買入手形 7,117 7,346

 買入金銭債権 341 279

 商品有価証券 219 202

 有価証券 367,970 384,865

 貸出金 ※1  885,519 ※1  898,362

 外国為替 501 1,335

 リース債権及びリース投資資産 5,790 5,770

 その他資産 9,371 9,535

 有形固定資産 16,614 16,569

 無形固定資産 928 894

 退職給付に係る資産 345 370

 繰延税金資産 313 251

 支払承諾見返 5,214 4,695

 貸倒引当金 △7,616 △7,569

 資産の部合計 1,426,039 1,461,111

負債の部   

 預金 1,334,525 1,368,827

 譲渡性預金 3,000 3,000

 借用金 677 621

 社債 3,000 3,000

 その他負債 3,920 5,366

 賞与引当金 341 88

 退職給付に係る負債 1,861 1,851

 役員退職慰労引当金 6 2

 睡眠預金払戻損失引当金 113 109

 ポイント引当金 9 10

 再評価に係る繰延税金負債 2,345 2,345

 支払承諾 5,214 4,695

 負債の部合計 1,355,017 1,389,921

純資産の部   

 資本金 7,761 7,761

 資本剰余金 4,989 4,989

 利益剰余金 47,607 47,635

 自己株式 △764 △764

 株主資本合計 59,593 59,621

 その他有価証券評価差額金 6,284 6,400

 土地再評価差額金 5,109 5,109

 退職給付に係る調整累計額 △136 △111

 その他の包括利益累計額合計 11,257 11,398

 新株予約権 170 170

 純資産の部合計 71,022 71,190

負債及び純資産の部合計 1,426,039 1,461,111
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

経常収益 5,634 5,292

 資金運用収益 4,160 3,936

  （うち貸出金利息） 3,116 3,034

  （うち有価証券利息配当金） 1,013 838

 役務取引等収益 608 659

 その他業務収益 645 617

 その他経常収益 ※1  219 ※1  79

経常費用 5,034 4,832

 資金調達費用 106 82

  （うち預金利息） 94 70

 役務取引等費用 589 603

 その他業務費用 638 523

 営業経費 3,569 3,445

 その他経常費用 ※2  130 ※2  178

経常利益 600 459

特別損失 7 1

 固定資産処分損 7 1

税金等調整前四半期純利益 593 458

法人税、住民税及び事業税 192 174

法人税等合計 192 174

四半期純利益 400 284

親会社株主に帰属する四半期純利益 400 284
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 400 284

その他の包括利益 440 140

 その他有価証券評価差額金 389 116

 退職給付に係る調整額 51 24

四半期包括利益 841 425

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 841 425
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第１四半期連結累計期間（自平成30年４月１日　至平成30年６月30日）

税金費用の処理

当行及び連結子会社の税金費用は、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定

しております。

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は次のとおりであります。

　 前連結会計年度 当第１四半期連結会計期間

　 （平成30年３月31日） （平成30年６月30日）

破綻先債権額 303 百万円 321 百万円

延滞債権額 17,944 百万円 17,731 百万円

３ヵ月以上延滞債権額 231 百万円 324 百万円

貸出条件緩和債権額 4 百万円 ― 百万円

合計額 18,484 百万円 18,377 百万円
 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

（四半期連結損益計算書関係）

※１．その他経常収益には、次のものを含んでおります。

　 前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

　 （自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

償却債権取立益 20 百万円 13 百万円

株式等売却益 159 百万円 30 百万円
 

 

※２．その他経常費用には、次のものを含んでおります。

　 前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

　 （自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

貸出金償却 3 百万円 8 百万円

貸倒引当金繰入額 39 百万円 47 百万円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　 前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

　 （自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

減価償却費 227 百万円 232 百万円
 

　
（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自平成29年４月1日 至平成29年６月30日）

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月23日
定時株主総会

普通株式 256 30 平成29年３月31日 平成29年６月26日
その他利益
剰余金

 

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間（自平成30年４月1日 至平成30年６月30日）

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月22日
定時株主総会

普通株式 256 30 平成30年３月31日 平成30年６月25日
その他利益
剰余金

 

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント その他

合計
銀行業 リース業 計 （注）２

経常収益      

外部顧客に対する経常収益 4,972 614 5,587 47 5,634

セグメント間の内部経常収益 22 2 25 105 131

計 4,995 617 5,613 152 5,766

セグメント利益 531 40 572 9 581
 

（注）１．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クレジットカード業であります。

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整

に関する事項)

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 572

「その他」の区分の利益 9

セグメント間取引消去 19

四半期連結損益計算書の経常利益 600
 

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント その他

合計
銀行業 リース業 計 （注）２

経常収益      

外部顧客に対する経常収益 4,665 580 5,246 46 5,292

セグメント間の内部経常収益 135 2 137 126 263

計 4,801 582 5,384 172 5,556

セグメント利益 528 16 544 29 574
 

（注）１．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クレジットカード業であります。

EDINET提出書類

株式会社　北日本銀行(E03634)

四半期報告書

16/19



 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整

に関する事項)

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 544

「その他」の区分の利益 29

セグメント間取引消去 △114

四半期連結損益計算書の経常利益 459
 

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

(1)１株当たり四半期純利益 円 46.87 33.24

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 百万円 400 284

普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 400 284

普通株式の期中平均株式数 千株 8,554 8,558

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 円 46.57 32.99

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額 百万円 ― ―

普通株式増加数 千株 54 64

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益の算定に含めなかっ
た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な
変動があったものの概要

 該当事項はありません。 該当事項はありません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年８月７日

株式会社北日本銀行

取締役会　御中

 

北光監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 佐々木　政　徳 印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 小　玉　暢　章 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社北日本

銀行の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から

平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社北日本銀行及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 

※１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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